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　昨年度から新たなスタ

イルとなった｢わが家の約

束｣ですが、皆様からいた

だいたアンケート結果を

生かし、本年度は効果的

な時期に集中して取り組

むこととしました。

　7 月の夏季休業期間前

に園・学校を通じて配布

いたします。親と子で生

活のルールをつくり、実

行し、お互いのがんばり

を賞賛し合う材料にして

いただければと考えてお

ります。

親子でつくる

　「わが家の約束」

【令和 4 年度 育ネットつなん組織】

推進委員会 (座長：涌井泰二・副座長：山田政和・各部長・副部長・事務局 )

地域部会地域部会 保護者部会保護者部会 学校部会学校部会 保育園部会保育園部会

各学校の学校運営協議会 (コミュニティ・スクール )・地域学校協働本部事業の連携と支援各学校の学校運営協議会 (コミュニティ・スクール )・地域学校協働本部事業の連携と支援

津南中学校運営協議会委員

　松尾芭蕉の残した言葉「不易と流行」は、教育現場でよく使われます。永遠に変化しない本質的な
もの（不易）を失くさない中にも、新しく変化していくもの（流行）も取り入れていくこと、新しみ
を求めて変化していく流行性が、俳諧の本質であり不易と流行は根本において結び付いてあるべきと
いう考えです。
　さて、令和に入り新学習指導要領が全面実施となり道徳の教科化や外国語教育、プログラミング教
育など新しい教育が始まった矢先に、令和元年度末から新型コロナウイルス感染症のパンデミックに
より「新しい生活様式」に基づく教育活動に一変しました。学校行事や教育活動の中止や延期、変更
といった対応や制限が求められる中、GIGA スクール構想が急速に進展し、一人 1 台端末（PC）の配備、
ICT を活用した教育が広がりました。私たち教員にとって新たな指導技術を身に付
けることが急務となりました。
　一方で、学力向上やいじめ・不登校の防止、特別支援教育の充実など、喫緊の課
題は依然続いています。子どもたちの健全な育成に向かって多くの時間を要する中
で「教員の働き方改革」の一環として、本当に必要な業務への学校改善もますます重要になってきて
います。中学校部活動については、令和 5 年度を目安に段階的に週
休日の部活動の地域移行への準備が進んでいます。令和 4 年度がス
タートし、津南町で感染の広がりがあり、津南小学校でも感染確認
や学級閉鎖もありました。感染症はまだまだ予断を許さないと考え
ていますが、国や県は行動制限の緩和の方向を打ち出しています。 
いよいよ「ウイズコロナ」「ポストコロナ」といった状況の到来を感
じています。一見すると相反するような教育活動や取組が求められ
ている、正に「不易と流行」を実感しています。だからこそ、どちらか一つを選択するのでなく、両
者の調和、ベストミックスを模索していくときだと考えています。今の子どもたちにとって、タブレッ
ト端末（PC）をはじめとした ICT 機器を活用することで、興味や関心、意欲を高めて学習へ向かう
姿が多く見られます。これからの未来を生きていく上で欠かせないアイテムでもあります。

　一方で、友達同士、人と人とのつながりは最も大切な教育であり、直
接的、体験的な関わりも欠かせません。運動会に向けて全校で頑張りま
した。こういった経験も貴重な学びの場であることも感じています。
　学校教育には、どんなに社会が変わっても時代を超えて変わらない価
値あるもの（不易）と、時代とともに変えていく必要のあるもの（流行）
があり、その両者のベストミックスを目指した学校づくりを目指してい
ます。

津南小学校　校長　山岸　　繁津南小学校　校長　山岸　　繁

『 不易 　　 』『 不易 　　 』 ～ベストミックスを求めて～～ベストミックスを求めて～流行流行と

各教室をオンラインでつないで行った全校集会 (5/9)

３年ぶりの全校児童による運動会全体練習 (5/18)



昨年度の育ネットつなん保護者部会の取組としてご協力いただいたアンケートの結果

をお伝えします。数値からは子どもが自分で自由にできるスマホを手にするのは、必ず

しも学年が上がってからとは限らないことが明らかとなりました。
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　今後『育ネットつなん』で、どのような取組を行った方がよいと思うか。という

設問では、次のような回答が多く寄せられました。

１．子どものメディアにかかわる問題点の情報提供（31.7％）
２．子どものメディアコントロールに関する講演会、勉強の機会など（26.8％）
３．「保護者のスマホ利用のルール」を子どもと一緒に取り組む（18.8％）

○　「保護者のスマホ利用のルール」について

　・保護者の「当事者意識」が大切
　・スマホ利用のルールには賛成。まずは大人が手本を見せるべき
　・ルールづくりも大切だが、制限を厳格にするだけではなく、子どもの顔を見ながら最後まで話が聞ける大人が増えるよ 
　　うな取組
　・楽しい遊びや読書の面白さを体験させることで（スマホ）依存を防げるのではないか？
　・子どものいる前では、親ができるだけスマホを手放すことが大切。

○育ネットつなんで取り組んでほしいこと

　・保育園から小、中学校まで一貫した縦の繋がりのある取組
　・低学年からのネット犯罪やスマホ依存防止のための学習時間の確保とメディア利用の決まり作りの話合い。
　　自分で決めた「守らなければならないルール」を守ろうとする気持ちを醸成する。
　・大人のスキルトレーニングの機会を作り、親としての意識を高めていく機会を設定
　・メディアコントロールのための情報交換や情報発信
　・不登校児童生徒へのネットを使った新たな学校の設立、孤独をなくす教育や子ども向けのいじめに関する講演会
　・コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進。家庭教育を地域でより真剣に考え、行動を起こせるとよい。

○「ノースマホケース」の取組について

　・休日だと大変　・ぐずったときに困った　・情報を得られない　・学校や園、仕事上の連絡に気づかないことがあり大変。
　　各々の家庭に合ったメディアコントロールのやり方にしてもらえると助かる。（自発的に規制する等）
　・子どもが取組を理解し、主張するようになったらノースマホケースを活用する。
○「保護者のスマホ利用のルール」の取組について

　・親に制限をかけるよりも、根本的な考え方を理解する必要があるし、理解した上で各家庭のやり方があると思う。
　・取組が時代に逆行している。仕事での利用場面が多い。問題は「何かしらのコンテンツ」への依存ではないのか？
　　客観的な検証を抜きに「スマホは悪いこと」であると一方的に決めつけていないか？
　・このルールがなくても子どもと接するときはスマホをかまわない。わざわざルールを作らなくてもいいと思う。
　・意味がない。子どもとのかかわりは親次第。ジップロックに入れてまで使わせない、というのとは違うと思う。

○育ネットつなんで取り組んでほしいこと

　・ファミリーサポートの創設（家庭の状況に応じた家事や育児への支援と対応）
　・子ども向けのいじめに関する、性教育や多様性に対する講演会 　・祖父母に対しての取組の必要性を感じる。

お寄せいただいたご回答・ご意見を生かして 育ネットつなんの活動を進めてまいります。お寄せいただいたご回答・ご意見を生かして 育ネットつなんの活動を進めてまいります。

記述から記述から保育園保護者保育園保護者 のの

保護者　記述から保護者　記述から小・中学校、中等教育学校前期　小・中学校、中等教育学校前期　 のの
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ります。

親子でつくる

　「わが家の約束」

【令和 4 年度 育ネットつなん組織】

推進委員会 (座長：涌井泰二・副座長：山田政和・各部長・副部長・事務局 )

地域部会地域部会 保護者部会保護者部会 学校部会学校部会 保育園部会保育園部会

各学校の学校運営協議会 (コミュニティ・スクール )・地域学校協働本部事業の連携と支援各学校の学校運営協議会 (コミュニティ・スクール )・地域学校協働本部事業の連携と支援

津南中学校運営協議会委員

　松尾芭蕉の残した言葉「不易と流行」は、教育現場でよく使われます。永遠に変化しない本質的な
もの（不易）を失くさない中にも、新しく変化していくもの（流行）も取り入れていくこと、新しみ
を求めて変化していく流行性が、俳諧の本質であり不易と流行は根本において結び付いてあるべきと
いう考えです。
　さて、令和に入り新学習指導要領が全面実施となり道徳の教科化や外国語教育、プログラミング教
育など新しい教育が始まった矢先に、令和元年度末から新型コロナウイルス感染症のパンデミックに
より「新しい生活様式」に基づく教育活動に一変しました。学校行事や教育活動の中止や延期、変更
といった対応や制限が求められる中、GIGA スクール構想が急速に進展し、一人 1 台端末（PC）の配備、
ICT を活用した教育が広がりました。私たち教員にとって新たな指導技術を身に付
けることが急務となりました。
　一方で、学力向上やいじめ・不登校の防止、特別支援教育の充実など、喫緊の課
題は依然続いています。子どもたちの健全な育成に向かって多くの時間を要する中
で「教員の働き方改革」の一環として、本当に必要な業務への学校改善もますます重要になってきて
います。中学校部活動については、令和 5 年度を目安に段階的に週
休日の部活動の地域移行への準備が進んでいます。令和 4 年度がス
タートし、津南町で感染の広がりがあり、津南小学校でも感染確認
や学級閉鎖もありました。感染症はまだまだ予断を許さないと考え
ていますが、国や県は行動制限の緩和の方向を打ち出しています。 
いよいよ「ウイズコロナ」「ポストコロナ」といった状況の到来を感
じています。一見すると相反するような教育活動や取組が求められ
ている、正に「不易と流行」を実感しています。だからこそ、どちらか一つを選択するのでなく、両
者の調和、ベストミックスを模索していくときだと考えています。今の子どもたちにとって、タブレッ
ト端末（PC）をはじめとした ICT 機器を活用することで、興味や関心、意欲を高めて学習へ向かう
姿が多く見られます。これからの未来を生きていく上で欠かせないアイテムでもあります。

　一方で、友達同士、人と人とのつながりは最も大切な教育であり、直
接的、体験的な関わりも欠かせません。運動会に向けて全校で頑張りま
した。こういった経験も貴重な学びの場であることも感じています。
　学校教育には、どんなに社会が変わっても時代を超えて変わらない価
値あるもの（不易）と、時代とともに変えていく必要のあるもの（流行）
があり、その両者のベストミックスを目指した学校づくりを目指してい
ます。

津南小学校　校長　山岸　　繁津南小学校　校長　山岸　　繁

『 不易 　　 』『 不易 　　 』 ～ベストミックスを求めて～～ベストミックスを求めて～流行流行と

各教室をオンラインでつないで行った全校集会 (5/9)

３年ぶりの全校児童による運動会全体練習 (5/18)


